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埼玉県北部に位臨する深谷市は、平成18年 1月に深谷市 ・岡部

町・川本町・花園町との合併により新たなスター トを迎えること

となり ました。合併後の深谷市は、 北部に利根川、南部に荒川が

流れ、 変化に富んだ地形や豊宮な農産物があり、自 然の恵み豊が

な土地柄を有しています。

ここには、先人たちの残 した足跡が、 埋蔵文化財として今なお

多く眠っております。なかでも、縄文時代晩期から弥生時代初期

の土器を出土した四十坂造跡 ・上敷免燐跡や、 古代榛沢郡 ・幡羅

郡の役所 と推定 される 中宿 • 幡羅迫跡などは、埼玉県の原始 ・古

代を考える上で欠かすこと のでき ない道跡と言えるで しょう。

深谷市では、合併以前から、こうした貴璽な追跡群を保護する

ため；こ鋭意努力してましヽりましたが、やむな く破壊を免れない場

合は、 記録保存のための発掘調査を実施 してまい りました。

本報告書は、平成元年度に民間会社の受託事業と して、実施 し

た調査の成果をまとめたものですC 小規模な調査でありましたが

地域史解明の上では、 成果を得られたものと確信 しています。

本書が学術 ・教育関係はもと より、 文化財に対する保護 ・保存

の啓蒙 • 普及を図る資料として広く 活用いただければ幸いです。

最後になり ましたが、 発掘調査から報告害作成まで、多大なる

ご理解 とご協力を賜 りました関係各位 ・諸機関に心より 御礼申し

上げます。

平成18年10月

深谷市教育委員会

教育長猪野幸男



例言

l . 本害は、平成元年度に実施した下道南追跡の発掘調査報告密である。発掘調蒼地点の地番は、深谷

市榛沢新田171番地である D

2. 発掘調査は、岡部町迫跡調査会が、株式会社オリエンテックの委託を受け実施 した。平成17年度岡

部町辿跡調査会の解散により 、整理 ・報告忠作成作業は、深谷市教吉委貝会が実施した

発掘調査及び整理報告苫作成期間は、以下のとおり である C

発掘調査 平成元年[2月6日～平成元年!2月22日

披理 ・報告吉作成 平成18年4月10日～平成18年lO月31日

4. 出士品の整理及び囮版作成は 、 烏羽政之 • 宮本直樹 • 竹野谷俊夫が行った。

5. 本杏の編集 ・執筆は、烏羽政之が担当した。

6. 本甚に掲載した賓料は、 深谷市教育委員会が保悴 している。

凡例

l . 発掘調査位四図は岡部町都市計画図 l I 2, 500を、縮小し使用した。

2. 辿物観察表の数値に （ ）のあるものは推定値、《 》のある ものは残存値を示す。
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金井登美子
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I 調査に至るまでの経緯

平成18年 l月 l日、 深谷市、岡部町、 川本町、

花園町の一市三町が合併し、人口約14万6千人．

総面積137.58k前の新「深谷市」 が誕生した。

この うち旧岡部町域は、埋蔵文化財の宝庫とし

て古くから知られてきた。 なかでも、縄文時代草

創期の土器を出土した西谷辿跡を筆碩に、前期末

～中期にかけての弥生土器を出土 した四十坂辿

跡、 県内屈指の副葬品を有する四十塚古瑣、榛沢

評 ・郡家と推定される中宿 ・熊野迎跡など、各時

代を通して著名な迫跡が多く、 関係する発掘調査

も数多く 実施されている。迎跡数は、旧岡部町域

で、 145箇所が確認されている。

本報告の発掘調査は、 平成元年度工場建設にと

もなう 緊急発掘として岡部町迫跡調査会が実施し

たものである。岡部町追跡調査会は、平成 17年12

月をもって解散し、その事業は深谷市教育委員会

へ引き継がれることとなった。以下に報告書刊行

までの経緯を記す。

1. 発掘調査

下道南追跡 （県迫跡登録番号63-21)は、JR高

崎線岡部駅の西方約0.9kmに位個する。

今回報告する調査地は、株式会社オリエンテッ

ク（以下事業者と記す）による工場建設に伴う発

掘調査である。

事業者は、平成元年 6月19日付で、 岡部町教脊

委員会に、 開発予定地における埋蔵文化財の所在

及びその取り扱いについて照会 した。これに基づ

き教育委員会では、 埋蔵文化財の詳細を確認する

ために試掘調査を実施した。試掘調査では、工場

予定地の一角より竪穴住居跡1軒が検出された。

この結果を踏まえ、岡部町教育委員会では、平

成元年11月21日付教社第1236号で、迫構の確認さ

れた地点については開発計画から除外することが

望ま しいが、現状変更する場合は、事前に埋蔵文

化財発掘届を提出し、記録保存のための発掘調査

を実施する必要がある趣旨の回答をした。

これを受け、事業者及び教吉委貝会の協議の結

果、発掘調査は、岡部町辿跡調査会に委託するこ

ととなった。事業者よりの発掘届は、平成元年12

月6日付で提出された。

発掘調査は、平成元年12月6日から平成売年12

月 22 日にかけ て実施された。発掘調究では 、 ~j;:前

に確認されていた竪穴住居跡 1軒を調査した。住

居跡からは、 土師器坪． 甕 • 須恵器杯等が出土 し

たa

また、 住居跡周辺については、既に大きな股乱

を受けており、辿構を確認するこ とはできなかっ

たが、表土剥ぎの過程において形象 ・円筒埴輪片

が採集された。

2. 整理・ 報告

調査により検出された迎構 ・迎物の整理 ・報ロ

害作成作業は、しばら く中断していたが、平成18

年度から再開 した。

旧岡部町時代において迫物の水洗 • 復元 ・実測

等は終了していたことから、平成18年4月以降、

図面の整理作業、原稿執箪作業を中心に行い、平

成18年8月 1日から印刷作業に取りかかり 、報告

円の納品は、平成18年10月31日になされた。
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II 遺跡の地理・歴史的環境

l. 地理的環境

下道南辿跡は、平成元年の調査時点では、岡部

町大字榛沢新田に位侶していたが、平成18年 l月

1日に深谷市、 岡部町、川本町、 花園町の一市三

町が合併し、 新「深谷市」がスター トした。ここで

は、合併後深谷市の地理的探坑を概観する。

荒川以北の深谷市域は、地形的には櫛挽台地、本

庄台地、 妻沼低地に大きく 区分される。

櫛挽台地は、 荒JII左岸に広がる台地であり、荒

川により形成された扇状地形を有する。 西部は、

藤治川 ・針ヶ谷堀周辺で本庄台地及び山崎山丘陵

し区分され、北端部は、福川付近で要沼低地と接

する。妻沼低地と櫛挽台地の坑界付近を東流する

福川は、 櫛挽台地扇端部の党富な湧水を媒めなが

ら、 深谷市北部域の農業用水として現在も重要カ

位四を占めている。

櫛挽台地の標高は、扇頂部にあたる寄居付近で

100m程、扇端部は35,..._,50m程である。また、 当台

地は、 荒川の流路変更により形成された段丘が発

達し、その形成過程により、 櫛挽面、 寄居面に大

別される。

櫛挽面は武蔵野面に対比され、旧岡部町、 旧深

谷市西南部をのせる。台地上には、藤治川、針ヶ

谷堀、西川、上疱沢川、 押切川、 下麿沢川等の中

小河川が北流する。これらの河川は、扇央部か

扇端部付近の湧水に端を発し、台地を北流する。

一見平坦に見える台地上も、現存する中小河川や、

その他の埋没谷による緩やかな起伏があり 、その

屎観は、 櫛で挽いた如くである。

寄居面は、櫛挽面以降に形成された段丘面であ

る。櫛挽面とは、寄居高校付近から深谷市下郷、

坑、折之口、上宿へと連なる崖線で区分される。

この寄居面では、ローム陀が比較的犀＜堆和す

る段丘面と、 その下位にあ りローム同の堆和が苅

いか認められない段丘面に区分される。前者は御

威稜ヶ原面として別称される。炭界の崖線付近で

は湧水が随所に認められる。さらに、寄居面形成

以降、川本明戸付近を扇頂とする荒川新扇状地が

形成される。御稜ヶ原面との境界付近及び扇端部

付近は、 熊谷市域の篤要追跡が集中する。

本庄台地に相当する地域は、深谷市西端の藤治

川 ・針ヶ谷掘以西の地域 （旧岡部町榛沢地区）で

ある。台地上には、見馴川 （小山川）・ 志戸川・女

堀等の中小河川が北流しており、この河川の流域

は、 低地的欣観が見られる。

妻沼低地は、利根）II及びその支流により形成さ

れた広大な低地帯である。 南方で本庄台地及び櫛

挽台地と接する。旧岡部町北部、旧深谷市北部が

該当し、低地内では、中小卜I的に微高地が形成され、

辿跡の立地にも大きくI関連している。

この他、 櫛挽台地と本庄台地の坑界付近に山崎

山 （標麻約117m)・諏訪山 （標邸約109m)、櫛挽

面に仙元山丘陵（標邸約98m)と呼称される残丘

上の小丘陵が存在する。

一方、荒川以南は、旧川本町域南部が該当する。

当地域の南半は、江南台地上にのる3 江南台地も

荒川の流路変更により形成された段丘面であ り、

扇状地形を有する。

扇頂部付近の寄居町木持付近では椋高140m、屈

端部の熊谷市原新田付近では標高45mを測る。こ

の段丘面は、江南面と呼称され、櫛挽面以前に形

成されたものである。江南面の下段には寄居面が

存在する。 この段丘面は、櫛挽台地側のそれと対

応する。

江南台地上から下段の段丘面 （寄居面）にかけ

て、 荒川の支流である吉野川が東流及び北流し、

その流域は狭小であるが低地的絨観が見られる。

（引用 ・参考文献）

簡瀬良明 1975「自然堤防」古今占院

川本町 1991「)ii本町史ー通史編」

埼玉県 1978「埼玉県市町村誌第14巻ー岡部町」

埼玉県 1986「埼玉県史別編 3ー自然J

深谷市 1969「深谷市史」

JI !980「深谷市史一追補編J

寄居町 [986「寄居町史ー通史編」
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2. 歴史的環度

1) 旧石器時代の迫跡

深谷市域における旧石器時代の辿跡は、確認例

が少ないが、 江南台地上に位四する白苺辿跡では、

5ヶ所のプロ ックが検出されており、 細石刃をは

じめ荒屋型彫刻刀形石器、角二山型掻器、削器、

礫器等が出土した。江南台地上には、この他にも

寄居町牛無具利遺跡、 江南町寺内、山神、西原迫

跡などで旧石器時代の辿物が検出されており 、該

期の調査例の少ない埼玉県北部地域にあって盟富

な内容を有している。さらに、山崎山丘陵上に位

置する北坂追跡でも彫器、ナイフ型石器が検出さ

れているが、プロック等は確認されていない。

2)縄文時代の辿跡

縄文時代の追跡動向の把握のため、立地条件、

迫跡群のまとまりを考應し、 A-HO)地域を設定

した（第 1図～第4図）。

縄文時代草創期の迎跡は、深谷市域及びその周

辺においてA...._,F地域に散在する （第1sl)。A地

域は、本庄台地東端部に位四し、見馴川 ・志戸）II 

合流城にあたる。石蒔A辿跡で、御子柴型石器が、

東光寺裏迫跡で、微隆起線文土器が出士した"B 

地域は、櫛挽台地西端に位骰 し、 籐治川 ・針ヶ谷

堀流域にあたる。当地域の草創期迫跡群は、盟冨

な内容を有す。西龍ヶ谷迫跡 ・西谷辿跡 ・水久保

追跡 ・沼端追跡は、多縄文、爪形文土器を出土す

る追跡である。C地域は、松久丘陵北緑部から、

諏訪山（独立丘陵）にかけての地域である。北坂

辿跡では隆起線文、多縄文土器が、如来堂B辿跡

では、爪形文、撚糸圧痕文土器が出土した。D地

域は、 櫛挽台地北東緑から妻沼低地にかけてであ

る。東方城辿跡で有舌尖頭器が出土している。E

地域は、櫛挽台地南東縁の地域である。宮林辿跡、

沢口迎跡で、 該期の辿構が検出されている。 この

他、 上器は検出されていないが、荒川右岸の江南

台地上 (F地域）において、有舌尖頭器が採集さ

れ（上本田地区）、四反歩南辿跡で押圧縄文、矢柄

研磨器等が出土した。以上益創期の磁跡分布は、

A----F地域において点的に形成される。 最も分布

密度の談い地域はB地域である。

縄文時代早期では、B地域において、西龍ヶ谷、

西谷、水久保、沼端迎跡が草創期から継続してい

る。 また、茶臼山、中原、北東原追跡が、新たに

加わり、前段階に比較し迫跡は増加傾向となる。

C・E地域は、大きな変化は見られず、A・ D地

域は、早期段階の辿跡は調査されていない。

当該期の大きな変化として、 F地域の追跡の調

査例が激増する点である。丞要な迫跡として、撚

糸文期の竪穴住居跡が検出された四反歩南辿跡、

萩山辿跡などかあげられる。また、百済木迫跡 ・

白草迎跡では、早期後半段階の炉穴跡が検出され

ており 、舟山追跡では、早期終末の東海系上器群

が出上している。

縄文前 ・中期は、深谷市域及び隣接地域におけ

る辿跡形成のビークにあたる。この段階において

櫛挽台地縁辺部周辺 (I地域）、櫛挽台地東部の小

河川流域 (J地域）、 荒川左岸西部 (H地域） に集

落跡の進出が顕著となる。またA~ Jc 地域におい

も規模の大きい集落が存在する。

前期段階では、 A地域の宮西迎跡、四十坂迫跡

で閉山式後半の集落跡が検出されている。G地域

においては、むじな塚迫跡、南大塚追跡等の黒浜

期に最盛期を迎える集落が検出されている。諸磯

期では、 A・H地域において東光寺災追跡 ・台耕

地辿跡 ・ 塚屋 • 北塚屋追跡等の大規校な集落が潤

査されている。

中期段階では、J地域において集落跡の検出例

が増加する 。 小台辿跡、出口 • 島の上磁跡 ・腔場

松原迎跡などが代表的なものである。これらの辿

跡群は、 加曽利E式後半段階に盛行する

縄文時代後 ・晩期では、D地域における集落跡

の検出例が激増する。大きな画期となるのは称名

寺～堀之内期にかけてである。'.½地城の軍要な迎

跡として明戸東迎跡、 新屋敷東追跡、 ヒ敷免辿跡

等がある。

その他の地域では、前時代に比較し追跡数が減

少傾伯］にあり、荒JII右岸のF・ G地域では、その

傾向は顕著である。 この中で、東谷追跡(B地域）、

原ヶ谷戸追跡 (I地域）、橋谷、樋ノ F辿跡 (H地

域）などは、希少な集落追跡と口えよう。

3)弥生～古拍時代の追跡

弥生時代以降については、生業 ・社会形態の変

化等を勘案し縄文時代とは、異なる地域役定を行

い深谷市域及びその周辺地域を I-----vu地域に分類
した。深谷市域及びその周辺の塩合、稲作・畑作・
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第 1図 縄文時代草創期の追跡分布

G 

第 2図 縄文時代早期の辿跡分布

I 布膀年北役遺跡
2 Eo"i/¥il'l跡
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儘）この他上本田及び61山地内においてrr舌
尖珀器の111leが確4されている (/11,1,:町1989) • 

l 火久保ilJA退跡

2 './.{肋的切じ遺跡（本底I,)
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窯業 • 鉄生産などの生業形態が、各地域ごと に幽

跡の動向に火きく反映するものと考える。（第5図

～第12囮）。また、今回設定した地域内部にも姐跡

のまとまりが確認でき、これらはさらに小規模な

迎跡群と して把握でき るが、今回は、この次元で

の記述は行わないこととする。

(I地域）

櫛挽台地北緑部から妻沼低地にかけての地域で

あり 、福）ii上流域にあたる。

弥生時代では、四十坂迎跡、樋詰追跡、森下追

跡、 上敷免森下迫跡などで調査が行われている。

特に、 四十坂迫跡、上敷免辿跡は、弥生時代前

財昧～中期にかけての士器群が検出された辿跡と

して著名である。この点は、 当地域が弥生文化波

及の先進的役割を果たしたこ とを示す。

古墳時代前期の追跡 は、矢島南迎跡、起会迎跡、

戸森松原追跡、深谷町迫跡がある。これらの追跡

は、比較的小規模で、地域内において分散的であ

る。また、該期の墳経では、四十坂迎跡、上敷免

辿跡で周溝墓が検出された。

古坦時代中期では、 迎跡は増加傾向にある。集

落跡では、 卜敷免追跡、 森下迫跡、戸森荊迎跡、

起会迎跡、矢品南迎跡、岡部条里追跡、砂田前追

跡等で、竪穴住居跡が検出されているが、いずれ

も小規模な集落跡と推定されるつ

墳砥では、 戸森松原迎跡で、方樅～円培にいた

る古瑣群が検出されている。中宿辿跡、四十坂辿

跡でも該期の方瑣が検出された。

墳時代後期初頭には、集落の規模が拡大する

現象を呑取するこ とができ る。上敷免迎跡、森下

迫跡、 戸森前迫跡、起会辿跡、矢島南辿跡、 樋詰

迫跡、岡部条里迫跡、砂田前迫跡、中宿追跡、上

宿追跡で竪穴住居跡が検出された。砂田前追跡、

上敷免辿跡は、大規模な集落跡である。

山地域の古瑣群には櫛挽台地上の四十塚古瑣

群、白山古瑣群が代表的である。四十塚古坦群は、

前期～中期の墳幽群を経て後期古坑群へと展開す

る。四十塚古欺は、横矧板鋲留短甲、五鈴付鍛板、

鉄斧等が昭和初期に出土した。古瑣築造時期は、

5世紀末頃の年代が想定される。当古墳群展開の

璽要な画期を示す古墳である。

白山古瑣群の開始年代については、榛名山ニッ

岳の火山灰降下前に開始されている ことは明確で

ある。帆立貝式古墳である 17号墳は、占墳群の中

では唯一帆立貝の墳形を有す古珀であり、古瑣群

開始期のものと想定される。

当古瑣群の成立期は、近接する砂田前辿跡で集

落が拡大する現象と重なること を勘案する と両者

は、対応関係にあるものと想定する。さらに 6世

紀後半頃には、後の榛沢郡域では最大級の寅稲荷

塚古炭 （前方後円泊 ・51m)が築造されることか

ら、 1地域の倦位性が確認できる。その後、四十

塚古坦群から、やや距離を四き、お手長山古店（帆

立貝式古瑣・49.5m)、内出八幡塚古度（円坦33m)、

愛宕山古瑣（方瑣 ・37m)と有力な古墳が築造さ

れる。 この点は、榛沢評家形成の前提となるもの

であろう。

妻沼低地側の古墳群では戸森占ボ群、上敷免古

拍群が存在するが、 内容については明確ではない。

(II地域）

本庄台地東縁部であり 、小山）ii. 志戸川・ 針ヶ

谷堀の合流域にあたる。当地域は、古代児王 ・那

珂郡域に接する地域である。

弥生時代では大寄迎跡から、中期～後期にかけ

ての土器群が出土 している。

古墳時代前期の集落跡は浜密に分布する。 この

点は、 I地域の状況とは明らかに異なり 、むしろ

西方の児玉地域との関係の上で考える必要があ

る。水窪迎跡、原ヶ谷戸辿跡、六反田辿跡、石蒔

A追跡、地神祗迫跡、宮西追跡、西浦北追跡など

から竪穴住居跡 ・溝跡等が検出されている。これ

らの辿跡は、水秤迎跡を除き、中期～後期へと連

続 • 発展するものであり 、 当地域は古墳時代を通

じ、各集落の立地が比較的限定され、安定した居

住域となっていたことを示す。

古墳時代前期の瑣磁では、石蒔B辿跡、大寄迫

跡、沖田1Il迫跡などで周溝砒が検出されている。

石蒔B辿跡では前方後方形周滞臨を含む 11基の

周溝幽が調査された。前方後方形周溝溢は、村後、

塚本山 、 南志渡川迫跡など古代児玉 • 那珂郡域に

散見される形態の周溝砥であり、この点からも

地域とのI具l係の深さを行取することができる。

古泊群については集落跡の盟富さと比較し乏し

いと いわざるを得ない。1座かな渦査例として東光
寺裏迫跡 • 宮西迫跡で周溝の一部が検出されてい

る。東京国立博物館所蔵品の中には、伝榛沢古拍

群出土品がある。以上の状況から、大規模な古瑣

群が、現在の後榛沢、榛沢集落と訳なる位四に存

在 していた可能性が高い。また、榛沢狛落内には、

瑣丘上の高まりのある地点もあり 、埴輸が採共さ
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れていること も、この傍証となる。

cm地域）
櫛挽台地西縁部であり、藤治川 ・針ヶ谷堀上流

～中流域にあたる。 藤治川は、辿跡、 地形のあり

方から古代では山河地区付近で針ヶ谷堀と合流し

ていたと考えられる。当地域北端は、この合流域

周辺とする。また、 藤治川上流域では、寄居町と

の境界付近で東藤治川、 西藤治川と 2本の川筋が

ある。 蒔治川左岸には、山崎WI・諏訪山丘陵があ

り、 古代那珂郡域に接する。

弥生時代の辿跡と して用土平迫跡がある。当辿

跡は、弥生時代中期の変深集落であり 学史上名店

Vヽ

古゚培時代前期の辿跡として西藤治川右岸に南藤

田辿跡がある。迫跡は、古墳時代後期まで連続し、

当地域では中核的な集落である。また、山崎山丘

陵上の玄蕃谷磁跡は、 3軒の竪穴住居跡から型窟

な士器群が出土した。

古炭時代後期の迎跡では西藤治川上流域に調査

例が増加する。前述の南藤田迎跡の他、用土前糸、

用土台、用土北沢、出羽塚迫跡で集落跡が検出さ

れた。この他、 藤治）II下流域では、柳原迎跡で竪

穴住居跡が検出されている。

古瑣時代前期から中期にかけての瑣幽群では、

山崎山丘陵北縁に、千光寺辿跡があ り、 周溝幽か

ら台状脳への変遷が確認されている。 同丘陵上に

は 、 数多く の瑣磁 • 古坦が築造されている。千光

寺追跡と同様に周溝臨～古攻移行期の辿跡として

格山古瑣群が存在する。

当古瑣群では、方培 1基の確認調査が実施され

ている。また、 安光寺 1.-..,2号墓も該期の迎跡と

して重要である。この他に、西山古瑣群、諏訪山

古項群がある。それぞれ西山5号墳、 諏訪山古墳

という前方後円培が確認されている。これらの古

墳群は、立地等から那珂郡域の猿落や生産基盤を

四く集団に対応するものと想定する。この他、 西

藤治川上流域では、用土北沢辿跡で古坑時代前期

の周溝臨群が検出されている。

古墳時代後期の古柑群では、藤治川上流域に飯

塚古墳群、下流域では、 千光寺古柑群、 茶臼山古

沿群が存在する。飯塚古墳群については、その内

容は明確ではない。千光寺古泊群では、帆立貝式

古瑣である千光寺 1号瑣がある。茶臼山古墳群で

は、その出土品の一部が東京大学に保管されてい

る。先述の I ~ Il 地域に比較し、 総じて迫跡は分

散的に存在する。

集落 ・坑墓以外の追跡として1各山祭祀迎跡があ

る。古項時代中期の迫跡であり 、出土迫物として

土器、 土製品、馬歯等がある。この中で上製品の

内容は、豊冨であり 、人形、馬形、鏡、 弓、竪杵、

杓子などがある。当迫跡の立地する地点は、古代

那珂郡との郡度に近い位饂にある丘陵頂部であ

り、坂・廃に関わる祭祀がなされたと考えられる。

(TV地域）

荒川左岸域の地域である。西部をNa地域、 東

部をrv・b地域とした。 rva地域は、 ヒ武山地を含
む。 l¥Tb地域は、背後に櫛挽台地の追跡空白帯が

存在する。

(rv a地域） 当地域では、現在のと ころ弥生～古埃
時代中期の辿跡は確認されていない。このことか

ら、 初期牒耕社会の段階では、居住域としては不

向きな地域であったことは明確である。古頃時代

後期に至り、 小前田古墳群が成立する。 対応する

集落は、未検出である。また末野窯跡群の開窯は、

現在の とこ ろ 5 世紀末~ 6 世紀前半段階が確実な

ところとなっていな該期から平安時代に至るま

で当地域は、窯場と しての役割を担う こととなる。

([Vb地域） Na地域同様、迎跡の存在は希蒟であ

るが、台耕地迫跡において古墳時代前期の集落跡

が調査されたことは特筆される。古憤時代後期に

至ると黒田古墳群、見目古墳群、長在家古瑣群が

ある。黒田古墳群の場合、台耕地迎跡周辺に対応

する集落が存在する可能性がある。見目、長在家

古墳群と周辺の集落迎跡の対応l関係は明確ではな
し、

(V地域）

小山川左岸から利根川にかけての地域である。

当地域では、下手計西浦辿跡から S字状口緑台付

甕を出土する土城が検出され、祭祀に関るものと

推定されている。当追跡では古墳時代後期の古瑣

跡4基が調査されており、 周辺に対応する集落の

存在が予測される。 町田西迎跡では、古項時代後

期の集落跡が検出されている。

山地域は、利根JIIを挟み対岸は上毛野国であり、

下手計西浦 • 町田西両辿跡は水陵交通上の拠点に

位四する追跡と言える。

(VI地域）

櫛挽台地中央部の西川、上唐沢川、押切川、下

唐沢流域である。直跡の存在は希薄であり調査例

も少なl., 。ヽ

- 7-



1
2
3
4
5
6
7
8
 

0 5km 
'------=-=-'----

第 5図 弥生時代の直跡分布

諏訪山丘陵

第 6図 藤治）II中流域の状況（深谷市本郷）
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弥生時代では、桜ヶ丘女子高地内辿跡より弥生

時代後期の土器が検出されている。近接して笠場

古坑群が存在する。割山迫跡では、埴輪窯が検出

されている。

（暉地域）

櫛挽台地東部から妻沼低地にかけての地域であ

り福川中流域にあたる。 I 地域とは地形• 水利等

の面で大きな隔たりはなく、 同一の地域と して把

握することも可能であるが、 古代以降は、それぞ

れ榛沢• 幡羅の両郡に分かれて編成されことは確

実である。この編成は、古瑣時代からの地域区分

の伝統上にあると推定する。

当地域における弥生時代の迫跡として明戸東、

原辿跡、 宮ヶ谷戸迫跡などがある。これらの辿跡

は｀中期後半から後期にかけてのものである。

古墳時代前期の追跡として明戸東迫跡、宮ヶ谷

戸迎跡、情水の上辿跡がある。該期の坑葛として、

東JII端迫跡で周溝幽6基が検出されている。

古墳時代中期の追跡として、 居立迎跡、原辿跡、

東川端迎跡、宮ヶ谷戸迎跡、 新田裏迫跡があげら

れるが小規模な集落が多い。該期の墳臨は確認さ

れていない。古坑時代後期に至る と集落は増加し、

その規模も飛躍的に拡大する。この現象は、 1地

域での集落規模拡大と連動する ものであろう。 前

迎跡、 居立迫跡、城北迫跡、八日市逍跡、新屋敷

東虹跡などが中核的集落として新規に出現する

か、規模を拡大する。古墳群では、木の本古瑣群、

上増田古墳群、宮ヶ谷戸古墳群などがあり、これ

らは、 前述の集落迫跡に対応する古瑣群である。

(VIII地域）

荒JII右岸に位位する。江南台地及び低位段丘

（寄居面）に迫跡が確認されている。

弥生時代の追跡は、 畠山直忠館跡、白草迎跡、

F1阿弥辿跡、 荷鞍ヶ谷戸追跡、 百済木迫跡、万願

寺追跡、四反歩南迎跡、 東迫跡、焼谷追跡、姥ヶ

沢遺跡で確認されている。 特に江南台地上の諸辿

跡は、 吉ヶ谷式を出土する後期に盛行する集落で

ある。

古墳時代前期の集落は、前代に比較し減少する。

円阿弥辿跡、 白草迎跡、蘊士山辿跡等が確認され

ている。円阿弥 ・白草迎跡は、古墳時代中期まで

継続する。前期から中期の狡経は検出されていな

¥.,、

古瑣時代中期終末から後期に至ると低位の段丘

面（寄居面）に集落が確認できるようになる。

如意追跡は、古瑣時代後期から平安時代まで継

続する拠点的迫跡であり 、周囲にも如意南迎跡、

川端迫跡、 畠山館跡において該期の集落跡が検出

されている。 また、 やや距離を屈き、鹿島追跡 が

ある。江南台地上では、権現堂辿跡、権現坂迎跡、

宮下追跡等で集落跡が調査されている。

当地域の後期群集墳には、 塚原古禎群、鹿島古

墳群、箱崎古墳群、上大塚古項群、消水山古墳群

姥ヶ沢古墳群等がある。

特に、 低位段丘面に爆発的に築造される古瑣群

が目 を引き、この点は、 集落の増加現象と合致す

るものであろう。

3. 飛烏～奈良• 平安時代

地域区分については、 弥生～古瑣時代と同じて

ある。 以下地域ごとに記述する（第13図）

(I地域）

7世紀後半段階では、櫛挽台地北緑に榛沢評家

が成立する。その原動力となったのは、古瑣時代

後期に有力墳墓を築進した在地首長陪である。 成

立時期は、7世紀第3四半期頃であり 、熊野辿跡

内で検出された大型建物群等が、評家を構成する

施設群となる。この時期、白山、 卜宿、新田等の

諸集落が新規に出現するか、 規模を拡大する。

中宿辿跡では、7世紀末----8世紀初頭以降倉庫

群の建造がはじまり、桜沢郡正倉と考えられる。

郡庁院については、中宿辿跡南方の地点が有力で

あるが、 現状では調査できない状況である。この

時期台地直下の滝下迫跡では大溝（滝下河川跡）

の掘削が開始される。

8世紀前半では、中宿迫跡の東方に岡廃寺が建

立される。岡廃寺は、 9世紀第 1四半期まで存続

するが、この段階以降、寺域に竪穴住居跡が進出

する。 8世紀中頃から後半にかけて低地部に条里

型地割が形成されるが、集落辿跡も点在する。低

地部の集落迫跡と して砂田前迫跡、矢品南迎跡、

岡部条里迫跡、樋詰迫跡、起会氾跡、戸森前迫跡、

森下辿跡、上敷免迫跡などがあげられる。

中宿迫跡正介群周辺には10世紀後半,,___,11世紀代

にかけて竪穴住居跡が進出することから、この頃

には正倉の機能は完全に失われていたものと思わ

れる。

熊野追跡では、7世紀末以降、官面的施設は検

出されず、 郡家に集う 人々 の集落としての性格を

-9-



古瑣時代前期の迫跡分布（集落）

I rill-略遺跡
2 諏iii遺跡
3 t"<ld!IJ・i'IJ方fl!知I'.遺跡
4 地神 ・塔叫遺跡

5 今）~J,りし遺'，
6 後汲遺跡
7 Jlj姐fl!遺跡
8 久和iJ遺鯰
9 久下屯遺跡

10 t色塚遺閏
II下m遺跡
12大久灼IJ遺跡
13 f!iI束遺跡
l •I 1: 濯lf遺跡
15村役遺跡
16日の森遺跡
17 I絹，と濱JII遺"'・
18北.u,勺遺跡
19的ヶ谷戸遺跡

20水↑遺跡
21 ; ベ反l!J遺跡

22人寄遺跡
23西nli北遺跡
24宮西遺跡
25 石 •"i遺跡
26地神祇遺跡
27 1J11,;f1!1遺跡

28 ,'/J ili田遺跡
29 ii, 水J:遺跡
30明F東遺跡
31宮ヶ谷戸遺跡
32戸ぶむ収遺跡

33~ 合遺鉢
31欠島rW遺跡
35 a谷●r遺跡
36下 F計西浦 i'tf-'
37台耕地遺

3S白伐遺跡

39円l),f弥遺14
10 ,tヶ沢遺坪
II~ 現坂辻跡
12 ! 又皿か水遺跡
13 !Jt~JJ,I遺跡
M むじなJ'¥!遺跡
15東遺杯

第8図 古沿時代前期の辿跡分布（坑茄）

1拭11」占JJ't
2 旭 • 小島古 J(t駐
3 ll<約遺跡
4 r.t電ド遺跡
5 約 L東遺肪
6 紺本山古項群

7 村浚遺跡

8 r¥t必漬）II遺跡
9 神明ヶ谷I 遺＂~ ．
JO大llifl遺跡
II沖lll111唸跡
)2石i.yB遺跡
13 litヶ谷1'選跡
11 ¥JIJ ¥・ り＜遺跡
15千光+遵跡
16用 I:北沢遺跡
17 1-: 敷免遺跡
18束JI¥珀遺跡

。
5km 
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第9図

第LO図 古瑣時代中期 （一部前期末含）
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J 1J: 比路遺跡
2 l"i~lll ・ 円）~Ill 谷I'遺跡
.! 地神 ・塔嗅遺闊

，1 今井条児遺跡

5 位張遺跡

6 川屈田遺跡
7'A杓j,j逍跡
8 久下東遺跡

9 じ色ぷ遺跡

JO rill遺跡
JI).; 久保llt遺跡
12ほ1:東遺跡

13 "m屯fiol跡
II笠ャ谷戸遺跡
15雌湯遺跡
16四}jlll遍騎
I; 東谷遺跡
16)1反Ill遺跡
19バ氏ID遺跡
20人仔遺跡
21 /li,1fi.lt遺跡
22'8'/liill跡
ZJ {i•'iitl跡
2、1地神祗遺跡
25村後 H遺問
26北谷戸遺跡
21 u・ 粕111
28南,1w1遺杵
29~"1遺跡
30砂1Jl遺跡
31屈l直跡
32叩 II溢亀跨
33宮ヶ谷）遺跡
3・1祈田襄遺跡
3;:, 上敷免遺跡
36 •°4'f'遺跡
3, 戸 .~111)遣片
お起会遺鉢
39矢島t#遣貼
・10 fjij, 沼条'[¥遍跡
II砂m,ir1遺跡
12内は遺防
・13円釈弥遺跡

I 凪 • 小烏占IJI ,.. 
2峠合占ljl訂

3公釣は占墳
4 11,JIII 2切負

5必叫叫墳
6 神明ヶ谷I'直跡
7 J,;, 板~·;、6畠墳
8わI輪和R塚占
9 IJAャ谷戸遺跡
10四IJ:li遺,~
II 中lei遺跡
12 T-Jt、,I,遺I.
1 3 格 11~,JAIII'
II山崎11,in,布
15安光、',,';J,Q群
16ぃ；社松11;1,遺跡
17用 l:-lt沢遺跡

o 5km 
,_,_,, 一一. ' — ー. , ' .... , 



第12図 古墳時代後期の追跡分布 （古墳• 古瑣群）
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I It兵路遺防
2~ 宮田 • 四）1 llJ 
条ff遺跡
3 地神・ 1芥叩遺跡

4 今井条りし遺跡

5 I砂,,!I跡
6 Iii越田遺跡
7 久下前遺跡

8 久 f・tr遺跡
9 t, 色iA/遺助
10下Ul遺跡
11人一久保山遺巧

12~T<•l! 遺助
13古灌下遺鯰
11笠y谷;,遺跡
15雌地遺跡
16四方mitt跨
17東谷遺跡

18 Jし反Ul遺跡
19六反田遺跡

20 l',;i(, がぷ遺跡
21大芥遺跡

22内rtll北遺跡
23宮西遺踪
21イi岱ぶ鉢
25地神祗遺跡

26樋の口遺跡
27 ミカ ~I•!土前遺跡
28'i'佐久保遺跡
29白欠遺跡

30齢冶閲峯遺跡

31 JII向遺跡

12と後遺跡
33濯原遺跡

31 11iiii旧遺跡
35用ヤ:1ii/'1'遺跡

I 旭 • 小島占墳群
2塚合古墳群
3臼竺坂占,tA1!1'
4 東Tcf T遺阿
（占墳群）

5西五 Iが占tJt訂
6東富fl占IJl群
7 塚心Ir占墳群
8 1.,f1l1占墳群
9 11ぷ J.:.町占!ft!'/
JO和 lr.',lltU
II~ 訪山占墳訂
12叩n尺削110慣訂
13人仏占収訂

JI ~I{切れ肝

15羽加1」占頃群
16叶！ヤ占l/tl1
17柘俣北占填計

18猪（知占墳訂

I~ 飯な占頃11t
20脱ヶ谷凡',tallt
2 1 四,-~占墳群
22おF釦JJ占墳
23内出I¥幅困古1，
24白111,',!jlflf 

窃愛宕111占項
26 Tツ(.',占内群

（注）

is m ,._北沢il'I跡
37 mt: 台遺跡
3.~111羽塚遺的
3Y ,;, 這跡

10 ¥,;、T.il't統
41城北遺跡
42柳町遣跡
H 砂Ell遺跡

t~!!Ill溢遺跡
15もヶ谷戸遺flf,

rn 71i1¥l敷束I本郷前
3跡
17上牧免遺跡

1~ 八lirli遺跡
19 :.-卜遺跡

50 ,'... 前遺跡
!ii起会遵跡

52入1紬也跡
5:! tj品立跡

51罰郎条'I',遺跡
;; m暉 I遺跡
s,; •rrn i"i遺跡
57 ,,,,;,; 遺跡

5X J,. 術遺跡
59 ,1! 油遺跡
肉惰現炊遺跡

61川端遺跡
62~nlJ. ・ 如-'!:I#
り:1 ,¥111館跡

6・1むじな塚遺跡
f,5 :i-f遺跡
郎搾現な遺跡

67別11違跡
総 ＇約J11"i遺跡

27茶印IJ山111at
2~;\· 場占JJ't訂
29 p;:,.J,JJ'tat 
30 ヒ敷免占JJt群
31 .l: 増!11.'i項群
32 .,t,; ノ本，t;JJI群
33樋ノ下，',tJt81-
31 小前Jn,';~/!.81
35 .'.1¥m ,i,-墳群
31i比tJ,'jJfl群
37 -;.-,fj(占111nt
3S L.f~ 占J{tBt
ふl £ゞヶ瀬，り)Jtl!'f
,10上ll$,!,・Jft8'/.
ll小[Q,',墳群

12伊勢JJ;(占ガt群
H ,I. 浜占jJI群
11筍綸山:tJt群
1., 塚原占jJt群
16 8l! 島占Jft群
17 f: 大塚山・J_/¥訂
4ヽ，¥カりff山・J.ttni
4'! i/t水111,'』・JJtai'.
50 Itヶ沢Wllll
5)阪井占瑣群

52 f•l'計内寅点跡

榛沢郡域を示すラインは近世

の郡域を参照したも(I)である。

占代では、自然条件その他の関

係で.'ft..なる部分があったと推
定される。特に、利根川流域は、

利根川 • 島川笠の乱流により近
世以前の国坑（郡況）は大きく変

勅している。 したがって地域区

分Vの範囲は流動的である。

゜
5km 
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第13図 飛烏～奈良／平安時代の迫跡分布

（注 l)

榛沢郡域を示すラインは近世の郡域を参照したものである。

占代では、 自然条件その他の関係で、異なる部分があったと推定される。

特に、利根川流域は、利根川 ・烏川等の乱流により近世以前の国税（郡境）

は大き く変動している。 したがって地域区分Vの範囲は流動的である。

（注2)

第13囮のうち▲は末野窯跡群支群の位li'tを、 O付数字は支群番サを示す。
Rは、桜沢支群を意味する。

下道南俎跡淵査地、芯

$S 新ro遺跡
59 白山遺跡
60 砂m,iir遺跡
fil 岡部条り！遺跡

~2 樋砧遺跡
63 町田西遺跡
61 下・F汁f'!iilli遺跡
65 矢品南遺跡

邸じ合遺跡

67 戸ふ松妹遺跡
稔なド遭跡

69 ユ,{jjlfj遺碍
70 戸森,i:1遺跡
71 Jc敷免遺跡
72 ぷff.t~J東遺跡
73 汗松敷東俎跡＂ 新田内遺跡
75 AU『h遺跡
76 ・ぶヶ谷，，虐跡

17 l!J:Jli沿匂跡
78 前遺跡
79 !• ぉt遺跡
80 城.It遺跡
81 樽町遺跡
~2 砂田遺跡
So IE小路遺跡
84 深谷城跡遺跡
s5 城屯嬬9が
祁社前遺跡

81 ~ 羅遺跡
邸柑別府廃↓

69 折掠わ,ill遺
90 甘粕1,i遺跡
91 露呆 r、遺跡
92 むじなな遺
93 東伴場地遺郎
91 (.¥[! いf!忠館糾
95 如意I如意l~il't跡
•16 !II溢遺跡
•)7 糾品遺跡
'.1$ 屁島平Ji貨漑跡
99 (i済木遺跡
JOO竹之IE遵跡
JOI (Jが遺跡
102 I叩 1弥遺跡
103 四反歩北 • 東遺跡
104~ れ裟ヶ谷，，心跡
105 :1光't!灯＇＂
106'f内~,'i'

!Oi巧lD災遺跡
I郎付加遺跡
109 1:Ibll遺跨
I 10籠原賣遺跡
Ill樋と上遺跡
112辻遺路
11'1 ": ヶ尻遺跡

゜
翌m

第14図 下選南迎跡涵拭 （深谷市榛沢新田）

第15図 針ヶ谷堀と西龍ヶ谷

追跡（深谷市榛沢新田）

- l3-



有することと なり、やはり11世紀代まで存続する。

11世紀以降の集落の調査例は現状では少ない。10

世紀以降、菅原辿跡では、半地下式、中宿辿跡で

は自立式竪形炉が検出されている。

(Il J: 也j或）

古横時代以降成立する集落は、当該期に至って

も連綿と存練するものがある。

六反田迎跡、大寄追跡、西浦北迎跡、石蒔A迎

跡、 宮西迫跡等が、この種の集落に該当する。 ま

た、 西浦北迎跡及び隣接する宮西政跡では、10世

紀以降と推定される製錬炉跡が検出されており、

当地域は鉄生産の拠点となる。 その時期は、明確

ではないが10""11世紀代と想定されている。

条里型地割は、榛沢地区西部において残存して

いたが、昭和50年代に行われた圃場整備において、

その大部分が失われてしま った。

(III地域）

古墳時代後期に比較し、追跡数が増加し、また

特徴的な性格を有す追跡が多い。

上流域では、中山迎跡、平原辿跡、北坂辿跡、

沼下辿跡などで集落が調査されている。 中山追跡

では、 鉄生産関係の迫構群が多数検出されており、

鉄生産の拠点的役割を担う迫跡であったことが判

明した。当辿跡での鉄生産は、 9 世紀末~1 0世紀

初頭に開始され、10世紀後半代まで行われている。

これらの集落は、谷を隔て古代那珂郡と接する

地域であり、 対岸の重要辿跡との閑係も視野に入

れる必要がある。特に北坂迎跡は、山崎山丘陵緑

辺に位陛するが、 「中」の焼き印の出土等から那珂

郡域に相当する可能性もある。

山綺山丘陵上には、藤治川を見下す位岡に瓦塔

を出土した藤の木迫跡、軒丸瓦を出士した寺山迎

跡、石原山瓦窯跡等があり 、丘陵部の開発が進ん

だことが想定でき る。また、針ヶ谷堀右岸には下

道南追跡、西龍ヶ谷辿跡がある。下道南辿跡では、

8世紀中頃の竪穴住居跡、西龍ヶ谷迎跡では9世

紀代の仏堂施設に推定される建物跡が検出されて

vヽる。

(TV地域）

(IV a地域） 7世紀後半から10世紀にかけて、窯場

としての役割を担う。 7世紀後半段階では、成立

期榛沢評家の熊野追跡に大砧に須恵器を供給する

ことが判明している。周辺評家にも供給している

が、 熊野迎跡での出土砧は他迫跡を圧倒しており 、

榛沢評家と末野窯との強い関係が認識できる。

その後、 8世紀中頃にやや生産を縮小させるが、

8世紀後半から 9世紀にかけて、再び拡大する。

この他、箱石辿跡では 7世紀末-----8世紀初頭段

階の製錬炉が検出されており鉄生産の先進性が確

認できる。その供給先は、須忠器と同様、評家が

大きな候補地となる。

(lV b地域）集落跡の検出例は前代と同様少ない。

ただ し、 台耕地迎跡では竪穴住居跡 1 8軒 • 製錬炉

7基 ・エ房跡等が検出され、 当地域における鉄生

産の拠点的役割を担う。その時期は、9世紀後半

-----10世紀にかけて とされている。

(V地域）下手計西浦迫跡、町田西逍跡がある。

下手計西浦辿跡では、竪穴住居跡9軒が謁査され

ている。この他、帯金具や朱芯された土器等の特

殊な辿物も散見される。町田西辿跡でも掘立柱建

物跡が検出されている。

(VI地域）該期の調杏例はない。今後集落の調査が

あっにとしても分布密度が希苅であることは変わ

らないであろう

(¥Ill地域）台地上に幡羅評家が成立し、郡家へと移

行する。その成立時期は榛沢評家に近いものと考

えられる。周辺には、西別府廃寺があり 、出土町

丸瓦には岡廃寺例と同苑のものがある。榛沢及び

幡羅郡家は、成立状祝、立地等に類似性を有す。

また、幡羅迎跡正倉群の終末期は、10世紀後半

---....11世紀代であり 、中宿辿跡の場合と近似してい

る。 幡羅郡家周辺には、大規模な辿跡が多く調査

されている。新屋敷東迫跡、八日市迎跡、宮ヶ谷

戸辿跡などで集落跡の調査がなされている。

(¥iJUJ: 也栢文）

江南台地上に百済木迎跡、寺内廃寺があり 、そ

の周辺地域にも荷鞍ヶ谷戸辿跡、諦光寺廃寺、竹

之花、白草、円阿弥辿跡などが存在する。百済木

辿跡からは、7世紀末-----8世紀初頭にかけての居

宅跡が検出されている。このように当地域は、古

代男会郡において拠点的位岡を しめるが郡家の所

在は、 基坦状辿構と岡廃寺 • 西別府廃寺と同箔関

係を有す軒丸瓦が出土した東伴場地辿跡周辺の可

能性が高いと考えている。

-[4-



III 発見された遺構と遺物

1. 調査地点の位四

下道南迫跡は、櫛挽台地北部の釦ヶ谷堀右岸に

位置する。追跡の標嵩は、約55m前後であり、眼

下には、 針ヶ谷堀により形成された狭小な水田が

開け、 追跡との比邸は、 I.5mを測る。調壺地の地

番は、深谷市榛沢新田17L番地である。

2. 調査の経過

発掘調査は、平成元年12月6日から22日にかけ

て実施した。調杏面積は、約117nfである。発掘調

査実施箇所は、工場建設予定地の東南部の駐車場

こあたる。

発掘調査直前に行われた確認調杏では、工場敷

地の大半は、迫構 ・迫物ともに検出されなかった

ので、駐車場造成予定地の辿構確認箇所に限り本

調査を実施した

辿構確認箇所は、駐車場敷地のほぼ中央部にあ

たり、 古代の竪穴住居跡 lii坪のみが検出されてい
る。迫構確認面は、地表から30cm程掘り下げたロー

ム屈上面である。

3. 発見された辿構と辿物

[ l号竪穴住居跡］

駐車場予定地の、ほぽ中央部に位四する。長軸

は2.88m、短軸は2.40mである。主軸方位は、¥J-

74°-・,: である。追構からの確認面は、30cmであり 、

住居跡南部は、撹乱を受けていた。柱穴は6ヶ所

で検出されている。 うちlヶ所については切り合

いが認められた。床面の状態は硬く 、明確なもの

であった。

カマドは、東壁を60cm掘りこみ構築されている。

袖の痕跡は見出すこ とはでき なかった。前庭部に

ぱ、長軸66cm、短軸45cmの掘り込みが検出されて

いる。床面からの深さは、6cmである。

迫物では、 カマド前庭付近に土師器甕が瑣れた

状態で出土している。 この他にも土師器坪 ・甕｀

須恵器坪が床面直上付近で出土した。表土除去の

際には、埴輪片が検出されており、古坦跡が同囲

に存在 して い る可能性がある が 、 試掘調査 • 本調

査を含め、その存在は確認できなかった。

第16図 下道南遣跡の範囲と調査地点（縮尺1/5,000)
100m 

-15-



‘
介
付
ギ
ー

0 10m 
I I ー l
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第18図 下道南迎跡 1号住居跡
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1号i..1.:J,占跡カマド土料説明

I 暗茶褐色土 ローム粒、焼 1:粒含む。

2 リ 赤褐色焼七プロ ック多梵含む。

3 暗灰総色土 炭化物少址含む。

4 暗茶褐色 I:焼 ,~プロック少依含む>

uc-
ローム粒店 F含む，

1m 

第20図 1号住 居跡カマ ド実測因

l号住居跡出土辿物観察表

番号 器種 口径(cm) 硲rl'~(cm) 底径(cm) 色潤 焼成 胎 士 残存,;-.1 儒 考

I 坪 (12. 8) (3. 2) ー・・ 橙ltd,色 やや悲 石炎、角閃石、微砂粒 図示10% f~J-: 
2 坪 12. S 3.2 橙褐色 仔油 イ「英、 角I閃石、 翌注 凶示85% 図示

3 坪 (13. 5) 3.9 茶褐色 将通 イi英、角閃石 図示,15% 図示

.j 杯 (12.1) (2. 9) 橙掲色 将虹l 石炎、角閃石 図芯l0% 図ぷ；

5 坪 (13. 7) 3. 3 橙褐色 将辿 石英、角［刈イi 図示25% カマト

6 坪 (13. 8) 3, 3 暗赤褐色 3杵辿 石英、角閃石 図示35% カマト‘

7 須！ぶ杯 《I6≫ 9. 5 明灰色 良好 石英、長石、海綿竹針 図示90% 凶示、底蔀fl,J辺i"l転ヘラ、南比企

8 須.'8、坪 (13. 8) 3. 6 (8. 4) 哨灰～灰白 不良 石炭、角t刈石、微砂粒 凶示20% 図ぷ．底部@l転ヘラ、南比企？
， 甕 (20. 0) ((5. 3〉) 橙色 将通 石炎、角閃石、空屈 図示15% 図示

10 甕 (20. S) 32. 2 5. 0 悦氾色 将述l 石英、角伏J-(i、砂粒 柊l示55% 図示

グ リッ ド出 上俎物観察表

番岳 種別 色謁 焼成 胎上 外而凶拉 内面国幣 伽好

l 形象 ・人物 橙色 杵逍i
石英、長石、片店、海綿骨針、 クテハケ＋ナデ 斜ハケ＋指ナデ

匁此 9本：/ 2 cm 9本12cm
人物柑輪の/''~!,-/の破片

2 形iタ・人物 橙褐色 将通
石英、長石、片岩、海綿-tJ-針、 夕アハケ＋指ナデ

匹凶 8本/2cm 
人物の腕か

3 形役 ・屈形 橙色 }杵itJj
石英、長石、片沿、而綿↑t針、 タテハケ
宍低 8 ,1,/ 2 cm 

指ナデ 節の黙部か

4 円筒 橙褐色 杵辿 石英、 1午む、海綿件針 、 ~低
クテハケ 斜ハケ＋指ナデ 部位第 1-2段目 、突佑 ・不it
9本/2 cm g);:_l2crn 台形

5 円筒 橙褐色 将辿 石英、 片府、海糾惰針、匹母
タテハケ 斜ハケ＋指ナデ

9本12cm 94 2cm 
部位第 2段目 、突常 ・不整台形

G P:I椅 橙色 ’停通 石炎、 n・む、海綿1','針、‘謀i吐
クテハケ 斜ハケ 部位第 1-2段目 、突梢 ・不整

8本/2cm 8本 2cm 台形

-18-
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第21図 1号住居跡出土追物
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W まとめと考察

l. l号住居跡出土土器の編年的位置

下追南辿跡 1号（主居跡からは、土師器坪、須恵

器坪、土師器甕が出土した。 これらは、ある程度

一括性を有すものと考える。

土師器l不は、北武蔵型坪が主体とな り、 口縁部

は、 外反気味のもの (No.l)内病気味に直立する

もの (No.2~6) がある。 器高は 、 前段階に比較

し扁平化していることが大き な特徴であるが、丸

底の形態を保っている。

また、土師器甕は、「<Jの字に外傾し、口緑部径と

胴部上半の径が、近似する形態を有す。また、器壁は

やや厚いつくり であるが、胴部上半横削り 、下半斜

~~ こ臼早戸~匡玄

戸:;,~ 又云~\:;;;云しーシ宝戸

戸=コ 、 ,, ク砂， ←―ゴ皿立,.

ニー —ー/ \~、又呈~史二寸—ノ
へ、 ぷミ

~~ 
'""'ダ-ぷ’’

,~ n~ ー了”戸乳

に--r--4~~
~·-「·~ .. tc R 幻R・

第23図 熊野辿跡A区7号住居跡

＝コ ~..J, 嘩/畜計メ

~/. ―乏しコ宝ジ支戸

~~ ←⇒四忍

め削りという i武蔵型甕」の特徴を示している。

これらの諸特徴は、窟旧和夫氏の熊野迎跡編年

こ照らせば、ITI期に該当するものであり 、年代で

は概ね8世紀第 2四半期があて られよう。士師器

類に伴出する須恵器坪は 2点とも南比企産の可能

性が高し、。口径が復元できるNo.8は13.8cmであり 、

古相段階では小型のグループであるe 周辺の代表

的な例として、内出迫跡12号住居跡（鬼形他1986)、

新田追跡B区2品住居跡（赤熊2000)、熊野辿跡A

区7号住居跡 （磁田2002)、熊野迫跡 1次4号住居

跡（深谷市教委2006)、などがあげられ、出土例が

増加しつつある。

一履［こニ
= , ~ ニ

~ ~" ... 匹―戸
ミ孟ニ:;;: ~ 志丘竺 ゞ二/

" 

亨

▽戸 4 こ一 芯
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第24図 熊野四跡 1次 4号住居跡
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ーーニ、7. \=~ I,, 

戸
三

第25図新田辿跡B区2号住居跡
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2. 藤治川・針ヶ谷堀流域の追跡群の動向について

既に立地と哀度において、 下道南迫跡を含む藤

治川・針ヶ谷堀流域の特徴について触れているが、

ここでは、下道南追跡周辺地域の迎跡群の内容に

ついてさらに詳しく触れ、 下道南迎跡理解の一助

としたし、0

藤治）II・ 針ヶ谷堀流域は、幅狭な谷地形が細長

く 伸びており、弥生～奈良 • 平安時代にかけて、

断続的な地域開発がなされたものと推定できる。

また、西部は山崎山、 諏訪山丘陵、東部は、櫛

挽台地中央部の追跡空白帯と接するこ とによ り、

比較的限定された地域設定が可能な地域であり 、

第n章においてIll地域として分類した。当地域は
以上の状況から、集団問の関係や辿跡の動向を比

較的追いやすい地域である。

藤治川上流域の調査では、用土北沢辿跡 （寄居

町）の調査事例が注目される（第27因）。当辿跡か

らは、 古埃時代前期の周溝絡から後期古瑣への変

遷がたどれる。 このような事例は、藤治川下流域

の千光寺追跡 （第31図）に共通性を見いだすこと

ができる。 この他、藤治川とはやや距離を閻く が、

諏訪山丘陵上に位陀する玄蕃谷迎跡 l,__, 3号住居

跡も古瑣時代前期の盟富な土器群が検出されてい

る（第28図）。 さらに、中流域の格山古墳群でも、

方墳が確認されていることから、藤治）II流域及び

その周辺において、複数集団の存在が確認できる。

格山古瑣群に隣接するう各山祭祀辿跡は、古咲時代

中期に遡る可能性が指摘されている（深谷市教委

2006)。1各山古瑣群及び祭祀辿跡周辺は、藤治JII流

域において軍要な位四を占める（第29------30図）。こ

のように狭小な谷水田を生産基盤とした各所に点

在する集団は、水利面において深い関係を有さざ

るを得ず、藤治川 ・針ヶ谷堀流域に悶業共同体的

な閑係が想定されるのである。

7 世紀後半~s 世紀前半代に位佃づけられる辿

跡は、 現在のところ少ないが、 下道南迫跡 （本報

告）、 地福院 ・中南迫跡 （第35------36図）、用土北沢

辿跡での検出例が明確なものである。

地福院辿跡、中南迫跡、下道南砥跡は、針ヶ谷

堀中流域に所在する追跡であり 、いずれも小規模

な調査ホ例であるが、7世紀末頃以降成立する集

落跡が検出された意義は大きい。 今後これらの集

落跡が前代からどのような過程を経て形成された

のかに雀意する必要がある。

西龍ヶ谷追跡は、下道南迎跡から800m東南に

位四する迎跡である（第34図）。古代～中世にかけ

ての辿樅 • 迫物群が盛富に検出されている。特に

9世紀代の住居跡群と掘立柱建物跡の関係は注目

される。掘立柱建物跡は、 3間X2間の四面庇付建

物である。身舎には床束がある。当辿構は、仏堂施

設の可能性が高いものとされている（井七2006)。

また 、 寺山迫跡 • 石原山瓦窯跡（第37"-'38図）

では、 いずれも軒丸瓦をはじめとする辿物類が採

狼されている。 前者からは、8世紀前半代、後者

は9世紀後半代の軒丸瓦が採集された，発掘賢料

ではないため、迎跡の性格は別確でないが、山崎

山丘陵裾部において当該期の寺院あるいは瓦窯の

存在を暗示する。同一丘陵上にある蔽の木辿跡は、

瓦塔出土地と して学史上著名である（第39図）。池

田敏宏氏の分類に照らせば上西原類系であり 、年

代的には9世紀後半段階が想定できる （深谷市教

委2006)。当迎跡は、藤治川流域の谷水田を見下ろ

す丘陵裾部に位置する。

先述の西龍ヶ谷追跡 ・寺山 ・石原山瓦窯跡との

状況をあわせて考屈する と、 s ~ 9 世紀代におい

て当地域と仏教との関係の深さを読み取ることが

可能である。仏教信仰が在地の開発や集団関係に

一定の役割を果たしたこ とが推定される。

やや時期が下る10世紀から11世紀にかけては、

中山辿跡が鉄生産の拠点的役割を担う（第40図）。

この時期、榛沢郡域は、各地域に鉄生産の拠点

的役割を有す迎跡が確認できる。 1地域には菅原

辿跡 ・中宿辿跡が、n地域には、西浦北辿跡が、
W地域には台耕地辿跡が所在する。このような、

郡内各地域の鉄生産は、在地有力荊が積極的に関

与したことが想定されるが、 熊野追跡で検出され

た連房式鍛冶工房に象徴されるような、評・郡司

同が主苗したものとは牲的に大きく異なる。また

鉄生産関連迎跡の分布を見ると 、郡域に分散的に

存在し、9世紀後半.._,.,10世紀以降活性化する こと

から、各地域での新興勢力が関与したものと考え

られる。郡家を象徴する施設である榛沢 ・血酋蹄郡

の正倉迎構が10世紀後半以降、次第に哀退する現

象と鉄生産の郡内地域への拡散現象は、伝統的な

社会の筋壊と新たな時代の始まりを象徴する出来

事ではなしヽかと思う。
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写真図版



図版 1

下道南迫跡 1号住居跡完掘状況



図版 2

｀ 
1号住居跡造物出土状態 (1)

1号住居跡辿物出土状態 (2)



図版 3

1号住居跡No.2 1号住居跡No.4

1号住居跡No.3 

1号住居跡No.7 1号住居跡No.LO

1号住居跡No.8 下道南辿跡採集埴輪No.l 

下道南迎跡採集埴輪No.2 下追南迫跡採集埴誰No.3 
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